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研究成果の概要（和文）：人形浄瑠璃八王子車人形西川古柳座が2022年に国の重要無形民俗文化財に指定され
た。その西川古柳座家元である五代目西川古柳(人形遣い)の所作をモーションキャプチャで採取してデータ化
し、あらゆる角度から動作確認ができるアーカイブの作成を行った。従来行われてきた映像と文献による記録
に、多角的に再現可能なモーションデータを加えることで、これまで精密な分析ができなかった要素の科学的解
析が可能になった。モーションデータは、所作の軌跡だけでなく速度変化も測定でき、感情表現につながる諸要
素についての解析を行った。また、人形、義太夫、三味線による三業のインタラクション効果についても分析し
た。

研究成果の概要（英文）：In this study, the movements of the grand master of the Nishikawa Koryu-Za, 
Nishikawa Koryu V (puppeteer), was captured by motion capture and converted into data. An archive of
 the data was created to allow the motions to be verified from all angles. The addition of 
reproducible motion data, in addition to the traditional video and literature records, has enabled 
scientific analysis of elements that could not be analyzed with precision before. The motion data 
can measure not only the trajectory of the motions but also changes in speed, and we analyzed the 
various factors that lead to emotional expression. Ningyo Joruri is a performing art that combines 
the three roles of Puppeteer, Gidayu, and Shamisen, and the interaction effect of these three roles 
was also analyzed.

研究分野： 言語心理学　社会心理学　

キーワード： 八王子車人形　モーションキャプチャデータ　インタラクション効果　人形浄瑠璃　義太夫節　義太夫
語り　裏拍(うらびょうし)
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研究成果の学術的意義や社会的意義
人形浄瑠璃や能楽などの芸能は、その上演や評価に関する文献記述が主な記録であったが、映像技術の発達によ
り動画記録が可能となった。動画記録は、人形遣いの所作や義太夫節や語りなどが具体的にわかるために価値が
高いが、現代科学で必要とされる多角的な再現性が低かった。モーションキャプチャデータは、あらゆる角度か
ら分析でき、再現性が高い。名人と言われる西川古柳の詳細なモーションデータを残せたことの学術的意義は大
きい。また、モーションデータを分析した結果、それまで指摘されてこなかった円の動きや速度変化が感情表現
に大きく関係していることを明らかにした。それらの結果は、国際誌および国際会議において発表した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初の背景  

(1)江戸文楽を起源とする車人形(図 1)は、昭和以降に衰退の一途をた
どっている。車人形は、『国劇要覧』(1932)によると、豊多摩郡渋谷町
(現：渋谷区)、多摩郡八王子市(現：八王子市)、多摩郡恩方村(現：八
王子市)、多摩郡横山村(現：八王子市)、北多摩郡(現：府中市)、埼玉
県入間郡三芳村(現：三芳町)、千葉県君津郡長裏村(現：君津市)、神奈
川県足柄郡下中村(現：小田原市)の 8 箇所に存在していた。しかし、
現在では、埼玉県三芳町の竹間沢車人形、奥多摩町の川野車人形、八王
子車人形の 3 座に減少している。文化庁「文化芸術の振興 に関する基
本的政策」の「(3)伝統芸能の継承及び発展」(H27 閣議決定)において、
後継者育成の重要性が記載されているが、これも地域の伝統文化が失
われているためである。このような状況においては、失われる前に各地
域の車人形に関する具体的で分析可能な記録の収集が優先される。    図 1 車人形                      
(2)人形浄瑠璃の記録といえば、上演や評価の文献記録が中心であった。たとえば、明治 42 年 1
月の興業届に「仮設観物興業届 南多摩郡恩方村下恩方五百六拾弐番地 中村楊太郎 (中略) 
義太夫節 操人形 遊芸稼人営業鑑札 秋山孝太郎」と記されている。『国劇要覧』(1932)には、
車人形の考案について「江戸操の零落がその原因である」として、初代古柳を「車人形の名手で
あり、創始者古柳の古なじみである現在吉田冠十郎の話によれば、車人形は、かくすべてが簡易
なる上に、車仕掛の新工夫が一般の人気を投じて、明治三十年頃までは、東京を中心に、神奈川、
千葉、埼玉等の寄席や芝居小屋で盛んに演じられたものだといふ」とある。これらの記録で、車
人形は、江戸文楽の衰退がきっかけで初代古柳によって考案されたことや、初代古柳は名人であ
り、明治 30 年頃までは、三人遣いの江戸文楽に比べて目新しい細工が庶民に受け入れられて人
気であったことなどがわかる。これらの史実記録は重要であるが、名人の所作がどのようなもの
であったか、また、どのような動きが卓越していたのかなどは、まったく知ることができない。 
(3)映像技術が発達して上演風景などの映像記録が残されるようになった。そのような映像は、
人形遣いの所作や義太夫の語りなどが具体的にわかるため、演技の実態を知るには文献記録よ
りもはるかに価値が高い。しかし、現代科学で必要とされる再現性は低い。現在は、モーション
キャプチャの開発で、より詳細なモーションデータの収集が可能となった。モーションキャプチ
ャデータ(以後モーションデータ)の特徴は、動作が詳細に再現できることである。名人といわれ
る人形遣いの詳細なモーションデータを採取することで、後生まで具体的データとして保存で
き、またあらゆる角度から動作を再現することができる。 

 
２．研究の目的 

(1)2019 年にユネスコ無形文化遺産に登録された人形浄瑠璃文楽の感情表現は、美しく優雅であ
ると評価されている。2022 年に人形浄瑠璃八王子車人形西川古柳座も、優れた感情表現などが
評価されて、国の重要無形民俗文化財に指定された。本研究の目的は、まず西川古柳座家元で、
名人と言われる五代目西川古柳(以下古柳)の演技に関する再現可能なデータを採取してアーカ
イブ化することである。次に、古柳の所作を解析し、人形に感情(魂)を感じさせる要因を明らか
にすることである。 
(2)再現可能なデータとしてモーションデータを採取する。モーションデータは、空間軸・時間
軸における詳細な分析が可能で、3DCG などの手段により動作の再現が可能となる。筆者らが採
取したモーションデータは bvf 形式であり、MotionBuilder や Axis Neuron などで 3D アニメー
ションとして再生することができる。そして、あらゆる角度から動作を確認することができる。
3D アバターを使用すれば、そのアバターが演技するため、動画として鑑賞することもできる。
これまでのデータは、文献と映像による記録であったが、それらに再現可能なモーションデータ
を加えることで、これまでできなかった現象の科学的解析が可能になる。モーションデータは、
所作の軌跡だけでなく、速度変化も測定されており、そのデータから感情表現につながる要因を
解析する。また、人形浄瑠璃は、人形遣い、義太夫、三味線が三位一体で表現する芸能であるが、
その三業のインストラクション効果や合わせ(息の合わせ)の実態を明らかにする。 
 
３．研究の方法 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2 モーションデータとデータ採取時の動画 



(1)調査に関しては、2021 年 9 月 10 日、2022 年 3 月 20 日にモーションデータ採取を実施した。
対象は古柳および若手人形遣いの五代目西川柳玉である。調査者は早野慎吾、董然、江澤実紀で
ある。図 2 は、3 月 20 日に採取したモーションデータと、そのときの動画である。2022 年 10 月
27 日、古柳に対して『日高川入相花王』渡し場の段における感情表現についての内省調査を実
施した。この調査では、各場面において古柳がどのような感情を表現しているかを確認し、感情
表現において特に重要な箇所も指摘してもらった。調査者は江澤実紀、小形花である。2024 年 3
月 29 日に、『日高川入相花王』渡し場の段において、古柳が義太夫や三味線とどのように「合わ
せ」を行っているかを調査した。調査者は早野慎吾、井伊菜穂子、江澤実紀である。この調査で
は、古柳の演技の動画を確認しながら、どのような音声現象が裏拍(うらびょうし)の合図として
使われているかなどを詳細に調査した。 
 
４．研究成果 
(1)アーカイブ化：本研究では、『日高川入相花王』『釣女』『東海道中膝栗毛』『伊達娘恋緋香子』
『傾城阿波の鳴 門』の 5 演目でアーカイブを作成した。モーションデータと動画では、時間の
ずれが生じるため、数分毎に区切ってデータを採取している。今回の調査では、円の動きと序破
急(リズムテンポの変化)が感情表現において重要な要素であることが確認できた。 
(2)円の動き：早野・董(2021)では、円の動きについて分析した。円の動きとは、古柳が自らの
所作を説明するときの表現で、角を作らずに弧を描くような動作のことである。表現に関しては、
座によって異なるようで、三代目桐竹勘十郎を調査した際は、同じ動作を八の字と表現していた。
ここでは、さまざまな感情表現が観察できる『日高川入相花王』渡し場の段の口説きの場面を分
析した。口説きとは、浄瑠璃で恋慕・悲嘆・恨みなどを切々と訴える部分のことで、さまざまな
感情表現が演出される。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3「愛しい床しい恋しいと」の首の軌跡と角速度(早野 2021) 
 
図 3 は、「愛しい床しい恋しいと」の台詞の場面で、主人公清姫が苦悩しながらも恋人安珍へ

の愛しさが表現される。ここは、14.54 秒かけて演出され、円の動きを用いてゆったりとした動
作で表現されている。左の画像は「床しい」の箇所の所作で、この後少し腰を屈め、帯辺り手を
置いて、ゆっくりと首を傾ける。女の感情が高まって首を傾ける「型｣である。次に「恋しい」
で両腕を前に伸ばして大きめの円を描くが、これは、恋心の大きさを表現していると古柳は説明
する。義太夫の語りと相まって清姫の切ない恋心を感じることができる。太夫が[itoːːʃiːːiː
ː](愛しい)､[jɯkaːːʃiːːiː](床しい)、[koiːːʃiːːiːto](恋しい)と音節末の母音を長く延ばし
て発音すると、なめらかな円の動きで合わせている。古柳によると、義太夫語りと人形の所作が
大きくずれると、感情表現の効果が薄れてしまうとのことである(意図的に少しずらすこともあ
るという)。①「愛しい」と⑨「恋しい」の語頭で、首(かしら)に「揺れ」が加えられている。
語句の始まりで特殊な所作を加えることで太夫の語りと同調していることを観客に印象づけて
いることが確認できる。 

角速度をみると、ほぼ句頭で加速し、句末で減速することで、太夫の語りと同調していること
がわかる。複数の句の最後(文末)に激しい加速がみられたが、次の文に接続させる効果があると
考えられる。角速度から「愛しい」「床しい」「恋しい」が並列で表現されていることも確認でき
る。 

「恋の呵責に碎かれて身は煩悩に繋がるゝ」の台詞の場面(図 4)は、見せ場の一つで、清姫が
「日高川」と書かれた親柱にもたれ掛かり髪を振り乱して苦悩する。5・7 音を繰り返す和歌の
リズムでテンポ良く表現される。左の画像は、「砕かれて」でなだれ込む箇所である。この台詞
は 20.49 秒かけて演出され、首の動きを A・B・C の 3 つに分けて提示する。「恋の呵責に」で髪
を前に振り(Ａ⑦)、「砕かれて」[kɯdakareteːːeːːeːːeːːeːːːːːː]と太夫が呼気の谷を加えて「え」
を繰り返し(いわゆる「生字」)、それに合わせて清姫は身を震わせる(Ｂ⑨)。震え(身体を振動
させる動作)は、極度の緊張状態を表すが、親柱にもたれ掛かって震える動作は、恋の呵責に葛
藤する心情がよく表現されている。そして、「身は煩悩に繋がるゝ」で親柱から離れて大きく舞
うことで、押さえていた感情の解放が表現される。 

この場面では、直線的で大きな動きも用いられていることが特徴である。左右の腕の動きにお
いても、小刻みな動きと大きな動きが混ざり合って表現されている。動作の軌跡も、恋しい気持
ちを表現した場面(図 3)ではゆったりした大きな円で表現していたが、苦悩は小刻みな動き(感
情を抑える)とダイナミックな直線の動き(感情を解放する)を織り交ぜて効果的に表現されてい

https://dictionary.goo.ne.jp/word/%E6%81%8B%E6%85%95/
https://dictionary.goo.ne.jp/word/%E6%82%B2%E5%98%86/
https://dictionary.goo.ne.jp/word/%E9%83%A8%E5%88%86/


る。この場面から、すべての動きが円で成り立っているのではないことがわかる。角速度では、
右腕が高速で動いた前の句の「情けなや」から入り、少し落ち着いた速度に戻る。この句の特徴
は「砕かれて」の語末の「え」が約秒間続く箇所にある。人形遣いは約 8 秒間、首を震わせてい
るが、その震えでもはっきりと緩急が付けられている。機械のような同じ速度であれば、単なる
振動のように感じるものを、緩急を付けることで人の震えを再現することができる。この場面か
らも、序破急が優れた感情表現に繋がることが確認できる。 

図 4「恋の呵責に碎かれて身は煩悩に繋がるゝ」の首の軌跡と角速度(早野 2021) 
  

人形浄瑠璃と対照的な動きをするのがロボットパントマイムである。角と直線を組み合わせ
てカクカクとした動きを一定の速度とリズムで行うと機械の動きになる。パントマイミスとの
島留美氏は、ロボットパントマイムの動きを「カクカクした動き」「一定の速度で動かし」等の
表現を使って解説している(早野 2020)。 
(3)序破急：円の動きと同様に、文楽人形に感情表現や共感を引き起こす要因が序破急と呼ばれ
る速度変化である（本研究では、人形浄瑠璃における速度の変化を丹波明(2004)に従って序破急
と表現する）。ロボットパントマイムで使用される角の動きと一定の速度と対照的な、生命を感
じさせる要素が円の動きと序破急である。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

図 5 角速度と序破急のリズム(Dong et al.2022b) 
 
図 5 から、角速度とリズムが、大きく 3 つの序(低速)・破(中速)・急(高速)のパートに分けら

れ、その間に 2 つのポーズ(間)があることがわかる。人形の運動速度とリズムという 2 つのデー
タ間の直線関係の強さ(弱い 0.0 から強い 1.0 まで)を表す指標である相関係数は r=0.53 であっ
た。これは、各場面の人形の動きが長時間の義太夫のリズムに同期していることを示しており、
人形の動きは序破急の原理を反映している(Dong et al.2022a, Dong et al.2022b)。 
(4)義太夫語り：西川古柳座の『日高川入相花王』渡し場の段の義太夫語りの特徴については、
Hayano(2023)で論じた。ここでは、『日高川入相花王』の口説き(感情表現)の場面の分析を行う。 
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             図 5「姫はあるにもあらればこそ」のピッチ曲線と人形所作 



図 5 は「姫はあるにもあらればこそ」のピッチ曲線で、上図が義太夫(竹本綾之助)、下図がア
ナウンサー(比和谷恭子)の発音である。一音節の発音が長く、語末、句末(文節末)を数拍分延ば
す長音化(末尾の母音を繰り返す「生字」を含む)が観察できる。アナウンサーでは 2.43 秒で発
音される句を 11.01 秒かけて発音している。図 5 からもわかるが、語末を長音化する場合にビブ
ラートを加えている。アナウンサーの発音に観察できる自然下降がないのも特徴である。早野･
董(2021)で指摘したが、義太夫の発話リズムに同調して、人形も加速と減速を行っている。 
(5)裏拍：江澤 井伊ら(2024)では、裏拍について分析した。義太夫節や語りの特徴には、句末の
長音化や上昇音調があるが、これらの現象の後にポーズ(間)が入ることが多い。これらの現象は
「イッセーノ（ポーズ）セ」のかけ声と同様に「合わせ」を行う機能がある裏拍の合図である。
古柳の内省をもとに、モーションデータを解析したところ、以下の 6 種の裏拍の合図が確認でき
た。 

①上昇音調 
②長音・産字の声の切れ目 
③三味線の音 
④義太夫の突語り 
⑤義太夫の掛け声 
⑥三味線・人形遣いの掛け声 
①上昇音調は、語りの末尾の上昇音調の後にポーズが入る裏拍で、56 例中 30 例と半数以上の

例で観察された。②長音・産字の声の切れ目は、末尾音を長く延ばした節で声が切れた後に入る
裏拍の合図であり、15 例観察された。③三味線の音は、義太夫の語りの途中に三味線の音が入
る裏拍の合図であり、33 例と最も多く観察された。④義太夫の突語りは、義太夫の語りを聞い
た直後に人形師が動き始めるものであり、語りの開始が裏拍の合図になっているものである。④
に関しては、裏拍ではなく表拍と扱うべき現象であるが、「合わせ」に関する現象なので、今回
は裏拍の合図に含めておく。今回のデータでは 3 例観察できた。②長音・産字の声の切れ目と⑤
義太夫の掛け声は、義太夫が「ヨー」「イヨー」「ハ」などの掛け声を入れて行う裏拍の合図で、
能楽の囃子方のかけ声と同じである。今回のデータでは 1 例のみ観察され、清姫の感情が悲しみ
から怒りに変わる場面で用いられていた。⑥三味線・人形遣いの掛け声は、人形遣いや三味線が、
「ヨー」「ハ」などの掛け声をかけたり、人形遣いが足踏みで音を鳴らしたりする裏拍の合図で
ある。人形浄瑠璃は、義太夫に合わせることが基本であるが、三味線や人形遣いが「合わせ」を
要求することもできる。今回のデータでは 1 例のみ観察されたが、古柳の内省では、メリヤス
(三味線が短い旋律を繰り返すこと)の終わり目がわかりにくいために、人形遣いから合図を出
すことがあると述べていた。 
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